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業績予想の修正並びに四半期業績の見通しに関するお知らせ 

１．平成２１年３月期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）業績見込み（業績予想の修正） 

最近の業績動向を踏まえ、連結、単独ともに、去る１２月２５日に公表した平成２１年３月期の通期業績

予想を以下のとおり修正いたします。 

（１）連結        

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

３１０，０００ 

～３４０，０００ 

百万円

５５，０００ 

～７０，０００

百万円

４５，０００ 

～６０，０００

百万円 

２０，０００ 

～３０，０００ 

円 銭

４０．２０ 

～６０．３０

今回修正予想（B） ３３６，０００ ７４，０００ ６２，０００ ２２，０００ ４４．２１

増減額  （B－A） － － － － －

増減率  （％） － － － － －

前期実績 ３６８，２６７ １００，８８２ ９６，９４２ ５０，６６８ １０５．２９

（２）単独       

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

２５０，０００ 

～２８０，０００ 

百万円

４５，０００ 

～６０，０００

百万円

４５，０００ 

～６０，０００

百万円 

２０，０００ 

～３０，０００ 

円 銭

４０．２０ 

～６０．３０

今回修正予想（B） ２７１，０００ ６４，０００ ６０，０００ ２４，０００ ４８．２３

増減額  （B－A） － － － － －

増減率  （％） － － － － －

前期実績 ３０３，６１６ ９２，５９２ ９３，７４０ ５３，０８１ １１０．３０

<備 考> 

第３四半期（平成２０年１０－１２月期）に引き続き第４四半期（平成２１年１－３月期）においても、当

社の事業環境は、多くの分野で大幅な減産を余儀なくされるなど厳しい状況にあり、第４四半期の業

績は第３四半期の実績を下回る見込みです。なお、市場の動向などを踏まえた資産の整理・縮小の

実施その他の要因により、第４四半期については連結ベースで、営業外損益（純額）が７０億円程度

の損失に、また特別損益（純額）が２００億円程度の損失になる見込です。 

２．平成２２年３月期 第１四半期（平成２１年４月１日～６月３０日）の見通し 

第１四半期も依然として厳しい事業環境が続く見通しです。需要の低迷や製品価格の下落、減産の継

続に伴う収益面への影響などが業績を引き続き圧迫するものと予想されますが、当社といたしましては、

需要動向に対応した稼動を行い、在庫の圧縮・適正化と費用の削減に注力し、キャッシュ・フロー重視の

事業運営を推し進めてまいります。 

第１四半期の業績としては、前年同期比較で、売上高は－５０％～－４０％程度を、また営業利益は 

－１１０％～－８０％程度を予想しております。 

上記の見込み数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可能性

があります。 

 以 上 
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